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本年凰当グループスタッフは，宇宙初期の再電離過程と銀河形成への影響，銀河中心にお  
ける爆発的星形成と銀河核活動性の物理的関連，並びに星・惑星系の形成論を中心に研究を展  
開した。特に，転射場と物質場の相互作用を自己矛盾なく扱う拓射輸送，拓射流体力学による  
解析を行った。   

【1】宇宙背景編射場中の銀河形成   

ヱ＜5の宇宙においては，平均強度10‾21土0・5ergcm2s1ster‾1Hz‾1の背景紫外線編射場  
が存在することが，QSO吸収線系の観測から分かっている。従って，通常の銀河形成はこのUV  
掃射場の中で考えなければならない。UV柘射の主たる影響は，紫外線加熱と水素分子形成の  
阻害である。ガス雲が光学的に薄く，編射加熱が有効に効く場合には，ジーンズ質量の増大に  
より，108‾9鳩よりも小さな天体の形成は阻害される。一方で，重元素量が太陽組成の1／川0  
以下のガスにおいては，1万度以下でのガス冷却は主に水素分子による。水素分子形成は，宇  
宙背景紫外線によって著しく阻害される。従って，銀河誕生のためには，紫外線の自己遮蔽が  
必須になる。これらの物理過程を明らかにするために，UV編射場が原始銀河雲進化に与える  
影響について詳細な計算を行った。実際には，1次元面対称の重力収縮流体計算に，水素分子を  
含む非平衡の化学反応式，鯖射輸送方程式を結合させて解いた。初期条件はイオン化平軌熱  
平衡を仮定した。これにより，初期にはUVによって加熱され，1万度程度になったガスが収縮  
して行く過程を調べた。結果として，パンケーキ状の収縮が終わったときに，ガス雲が紫外線  
背景掃射に対して自己遮蔽され，水素分子冷却が有効に効いて，中心部の温度が十分に下がる  
場合と，収縮が終わった後でも，自己遮蔽が十分起こらずUV加熱が1万度を保つ場合がある  
ことがわかった。この二つの場合を分けるクリティカルなスケールiま，外部からのUVによる  
加熱率が水素分子による冷却率に等しくなる所で決り，  

鳩B＝2．2×1011〟封（1＋ヱ。）／5］4・2  

で与えられることがわかった。ここでヱ。は銀河形成が起きる時期（collapseepoch）である。   

一方で，パンケーキ収縮時には冷えなかった雲も，雲の質量がUV加熱で決るジーンズ質量  
（10910且毎）より大きく，水素原子冷却が可能な最大質量（～1012笹）より小さければ，角運動  
量バリアーで止るところまでは2次的収縮が可能である。原始銀河雲が重力トルクによって獲  
得する角運動量は，無次元スピンパラメーターで，JIs。il－竺0．05程度である。このときの角運動  

量バリア‾のサイズiま，月らαγ7－＝22・7kpc（〃／109Aす三〕）1／3（1＋ヱ）1（ノIs。in／0．05）2となる。このサ  

イズヘ2次収縮する過程で，面密度の増加により自己遮蔽が効き出せば，水素分子冷却が有効  
になり，遅れた銀河形成が可能になる。以上のことから，紫外線背景輯射場中の銀河形成プロ  
セスを考えると，質量や最終的コラプス時期（ヱ。）によって，以下のような質的遠いが生まれる  
ことになる。  

（a）こ。≧10，1036鳩＝ 初期に自己遮蔽が効き，小質量天体となる。  

（b）3≦ご。≦軋鳩B≦〟≦1012∬三：パンケーキ収縮時に爆発的塁形成を起し，その後，非  

散逸的銀河形成につながる。標準的CDM宇宙モデルに従えば，臨界質量且先日は，ちょうど  
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2J－3（rゆらぎに対応するため，この銀河形成は銀河密度の高い所で起こることが期待される。  
また，g。が大きいため，単位質量当りの角運動量は小さくなる。最終的に，比較的大質量の  
Earlytype銀河の形成につながると考えられる。  
（c）0≦エ。≦4，1010鳩（1＋ヱ。）3ノ2≦〃≦鳩8：2次的収縮段階で星形成が起こるため，散逸  

に なる。銀河密度の低い所で起こると期待される。最終的に，Latetype銀河の形成  的銀河形成   
につながる。  

（d）ェc～0，1010M‡（1＋＝c）‾3／2≦M≦1012Mo：現在に近い所でのLatetypeの銀河の形成に  
銀河密度が極端に低い所で起こる非常に稀なイベントとなる。  なるが，   

（e）こ。≦10，〃≦1010鳩（1＋ヱ。）‾3／2：UV加熱により，重力収縮できなくなった膨張雲とな  

クエーサー吸収線系と関係する。  る。   

【2】宇宙再電離と高赤方偏移QSO吸収線系   

ここ数年，クエーサースペクトルに見られるL）rα吸収線系は，宇宙の密度ゆらぎの成長に  
伴うlocalIlighdens恒rregionsを見ているという考えが注目されている。これまで，多次元の  
宇宙論的流体計算や準解析的手法によって得られたlocalclumpの性質を観測と比較する研究  

が行われてきた。しかし，これらの解析ではclumpyuniverseの中での電離光子の伝播は正確  
に扱われていない。我々は，Clumpyuniverseにおける電離光子の伝播とそれに伴う宇宙再電離  
過程を調べるために，3次元編射輸送計算を行った。   

計算のモデルは以下のようなものである。まず，Zel，dovich近似を用いて，標準的CDMモ  
デルに基づき3次元空間内での密度分布を発生させる。ここでは，n。。ht＝0．95，nb町。。＝0．05，  
ガ0＝50kms1Mpc‾1として，COBE規格化条件を満たすような密度揺らぎの振幅を与え  
る。この密度分布の中で，水素とヘリウムからなる原始組成ガスを考え，振動数依存の掃射輸  
送を解くことにより電離度を決定する。   

この計算によって得られた結果の内，Lyα吸収練糸の統計に関係する重要な結果は次の2  
点である。  

（1）self－Shieldingにより，高い中性水素柱密度をもつ水素雲が形成される。  
（2）highcolumndensity中性水素雲の近くでshadowing効果が起こることにより，小さな水素   

雲の中性水素柱密度が変わる。  

（1）の結果は，光学的厚みが1を超えるDampedLyαCloud系の形成において，当然のことなが  
ら輯射輸送効果が本質的であることを物語っている。さらに（2）の結果は，光学的厚みが10▲3  
程度のLyαCloudにおいてさえ，輯射輸送の効果が吸収線系の統計に重要な影響を及ぼすこと  
を意味している。計算によれば，これらの効果は，宇宙再電離の初期過程において特に顕著で  
ある。   

【3】銀河中心核の柘射流体力学的進化   

AGN統一モデル（AGNGUT）では，TypelとType2の違いは，光源であるブラックホー  
ル降着円盤の中心部が，これを取り巻くObscuringTorusによって隠されるか（Type2），否  
か（Typel）という，Viewingangleの遠いによるものであると理解されている。しかしながら，  
最近の観測から，TypelとType2のHostgalaxyには有意な違いがあることが指摘されて  
きている。中でも，「Type2Seyfbrtはスターバーストと強い相関を示すが，TypelSeyfertは  
示さない」という観測事実は，AGNのTypeが単なるViewingangleの遠いによるものであ  
るというAGNGUTの猫像だけでは，理解しきれないものであるcさらに，AGNGUTでは，  
ObscuringTorusの存在を前提としており，その形成機構については，ほとんど明らかにされ  
ていか、。そこで我々は，AGN周りのスターバーストからの韓射力によるObscuringTorus形  
成の可能性を調べ，スターバーストとAGNTypeの物理的関連性を考察した。   

結果として，AGN同園のスターバーストからの輯射力によって，J4v～1L5のD11Sty  
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wallが形成されうることがわかった。特に，スターバーストが明るい初期段階（≦severalx  
lO7yr）では，DustywallがAGN全体を覆い隠すように形成され，あらゆる方向から広輝線領  
域（BLR）が観測されず，Type2と認識されるが，スターバーストの光度が下がってくる後期  
段階（≧severalxlO7yr）では，DustywallはTorus形状となり，厚みは時間と共に減少して，  
several×108yrで，ほとんど消失する。このような，DustywallのCoveringfactorの時間的  

減少により，BLRが見える確率が次第に高まり，Typelとして認識される割合が増すことに  
なる。つまり，観測されているスターバーストとType2AGベの強い相関は，スターバースト  
が明るい時期には，形成されるDustywallのCoveringfactorが大きく，BLRの見える確率が  
下がるためと理解される。結果として，このシナl）オでは，AGNTypeは，約108yrの時間ス  
ケールで進化することを予言される。   

【4】星・惑星系形成の研究   

厚いエンベロープガスに包まれている原始星の内部の様子，たとえば，分子雲の収縮運動や  
中心天体の成長，中心天体周囲の星間円盤の有無あるいはその構造や成長の仕方などを詳しく調  

べることは，星・惑星系形成過程の解明にとって非常に重要な問題である。そこで私達は輯射輸送  

を正確に考慮して原始星のモデル計算を行い，そこから得られるSpe（：tralEnergyDistribution  
（SED）を観測結果と比較することによって原始星の現象論的モデルを構築することを試みた。  
私達のモデルでは軸対称性を仮定して密度分布を与え，周波数依存性を考慮した連続波に対す  
る鯨射輸送と物質（ダスト）の温度場とを無矛盾に求める。その際，ダストによる柘射の吸収と  

散乱，再放射を考慮する。今回の計算では中心天体と半径100AUの星周円盤，およびそれらを  
取り巻く半径200AUないし1000AUのハロー（エンベロープ）を考え，ハローと円盤の密度を  
いろいろに変えた。そして，計算の結果得られたモデルSEDと観測結果とを比較した。ここで  
は，原始星候補天体としてよく知られているI」551IRS5を具体的な対象とした。   

その結果，一般に次のような傾向があることが分かった：可視光，赤外線，電波，それぞ  
れで見えているものが異なる。すなわち，可視光～赤外領域のSEDからは中心天体近傍（く  
100AU）の密度がわかる，ハローの密度が低ければ中間赤外領域のSEDは、100AU以内のハ  
ローと円盤の様子を反映している，電波領域のSEDは円盤の質量を反映している。   

以上の一般的傾向を踏まえてL1551IRS5のSEDの再説を試みた結果，L1551IRS5に対して  
次のようなことがわかった。（1）可視光～赤外のSEDは，1AUでのハローの密度が1013 gcm‾3  

程度で再現することが出来る，（2）ハローの密度が比較的高いので，可視光～赤外領域のSED  
は円盤の有無や性質に依存しない，すなわちこの波長領域の情報だけからは円盤の存在は結論出  

来ない，（3）円盤の無いモデルでは電波領域のSEDを再現できない，（4）財disた～0．010．1止すモ‡  

程度の円盤によって電波領域のSEDを合わせることが出来る，すなわち円盤の存在が示唆され  
る，（5）円盤内でのaccretionの有無によるSEDの遠いは小さい。   

【5】編射流体力学計算法の開発   

多次元空間内の編射輸送を解くことは、多くの宇宙物理学的問題において重要な課題となっ  
てきている。最も一般の状況に対しては、空間の次元のみならず稀射の方向（2次元）と振動数  
（1次元）も考慮しなければならない。そのため、扱う次元が高次元となり大量の計算を実行す  
る必要が生じる。実際に計算を実行できるかどうかは、その間題の計算量が現実的な量に収ま  
るかどうかで決まることになる。従って、計算量が少なく高速な計算法の開発は、適用可能な  
問題の範囲を大幅に拡げるという意味において、非常に重要な意義を持つ。   

従来、多次元拓射輸送方程式を解くにあたって計算量を抑えるために用いられていた手法は  
ShortCharacteristics法と呼ばれるものである。これは、〉一本の光線を短い線分の集合として  
表現するものである。3次元空間内の問題の場合、方向と振動数を固定したとして、仝空間の格  
子点で輯射強度を求めるための計算量は、仝格子点数伊3）に比例する。しかしこの方法は複数  
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の線分から一本の光線を構成するために多数の補間を行うため、数値的な拡散が大きいという  
短所を持つ。一方、すべての光線を一本の直線で表現する計算法はLongCharacteristics法と  
呼ばれ、数値拡散のない正確な解が得られる。しかし、その計算量はⅣ4に比例し、多くの格  
子を利用する大規模計算においては特に、ShortChar・法よりも計算量・計算時間が圧倒的に大  
きくなる。   

そこで私達は、Lo11gChar．法とShortChar．法の両者の長所をあわせ持つ新しい計算法  
（AcceleratedRayTracing法）を考案した〇この方法では物質の格子とは独立に光線に沿っ  
た拓射格子を考え、各物質格子点では近傍の編射格子点での値から補間して編射強度を求める。  
輯射格子上では光線は一本の直線として表現され、物質格子への輯射強度の補間も一度だけな  
ので数値拡散も小さい。さらに、一本の拓射格子上の幅射強度の値は、その光線近傍の多数の  
物質格子で共有して利用されるため、全体の計算量はⅣ3に比例する量で済む。   

私たちはこの方法を実際にインプリメントし、上記の計算時間と格子数の関係が成り立つこ  
とを確かめた。またその精度はLongChar．法に近い、非常に高いものであることも確かめた。  
従ってこの方法は、多次元空間内の輯射輸送方程式を解くにあたって精度・計算時間ともに非  
常に満足できるものであると言える。   

＜科研費採択状況＞  

萌芽的研究：梅村雅之（代表者）  

「輯射性なだれ」によるクエーサーの形成と進化（70万円）  

奨励研究（A）：中本泰史（代表者）   

3次元輯射輸送を考慮した銀河形成過程の研究（110万円）  

特別研究員奨励費：須佐元（代表者）   

銀河形成とその中の星形成（120万円）   

＜学内プロジェクト採択状況＞  

助成研究（B）：梅村雅之（代表者）   

宇宙初期の再電離過程の研究（50万円）   

＜研究会主催＞   

「編射輸送・輯射流体力学研究会」  
（1998年6月，筑波大学計算物理学研究センター）  

「CP－PACSによる計算物理学」研究会  
（1999年2月，筑波大学計算物理学研究センター）   

＜論文＞   

1・SLMilleShige，T・Tsuribe，alldMLUlnemura   

CoslnOlogl（：alAccretio11DiskElnbeddedinBackgroundRadiation   

Pて↓むJ．A・9£γOm∫oc．J叩α仇50，233－240（1998）   

2・A・Yonehara，SLMineshige，T．ManmotoJ・Fukue．M．Umemura，andE．L．Turner   
AllX－RayMicrolellSingTestofAU－ScaleAccretionDiskStructureinQ2237＋0305   

如か叩妬・ヲ斎cαり0て汀花αgエe出eγβ，501，41－44（1998）  
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3．Y．TajiTiandM・UITlemlユTa   
ACriterionforPhotoionizationofPregalacticCloudsExposedtoDiffuseUltraviolet］〕ack－   
groundRadiation   
Aβfropんy5通り0祉γ花αg，502，59－62（1998）   

4．T・Kawaguchi，S・Mineshige，M・Umemura，andE・L・Turner   
OpticalVariabilityofActiveGalacticP（uclei：StarburstsorDiskInstabilities？   
AβまγOpんy5壱cαり0≠r7可504，671－679（1998）   

5．M．Umemura，J．Fukue．andS．Mineshige   
RadiativelyDrivenMassAccretionontoGalacticNucleibvCircumnuclearStarbursts   
〃0花．爪）土．fわy．A5如m・．∫けC．，299，1123－1131（1998）   

6．K．Omukai，R．Nishi，H．Uehara†andH．Susa   

EvolutiollOfPrilnOrdialProtostellarCloudsQuasi－StaticAllalysis－   
Pr叩．rんeoγ．Pんy．5．，99，747（1998）   

7．H．Susa，H．Uehara，R．Nishi，andM．Yamada   
ThermalEvolutionofthePostshockLayerinPregalacticClouds   
Pγ0タ．rんeor．Pんy5．，100，63（1998）   

8．R．Nishi，H．Susa，H．Uehara，M．Yamada，andK．Omukai   
ThermalandDynamicalEvolutionofPrimordialGasClouds011theFormationorFirsl   
L11minousObjects   
夕γ0タ．rんeoγ．Pんy5．、100，881（1998）   

9．A・Yonehara．S・Mineshige，J・Fukue，M・Ulnemura，andE・L・Turner   
Microle11SDiagllOSticsofAccretionDisksirlActiveGalacticNuclei   

Aβfro乃Omy酎A5れ）pんyβ才cβ，343，41－50（1999）  

10．F．Nakamuraand M．Ulnemura   

OntheMassofPopulationIIIStars   
A5血p九y5盲cα王Jo≠γ几α慮↑515，239－248（1999）   

11・KL Ohsuga，M・Umemura，J・Fukue，a11dS・Mi11eShige   
RadiationHydrodvnamicalMassAccretionontoGalacticNucleiDrivenbyCirculnnuClear   
Starbl∬StS   

P甘鋸．A・亨fγ0氾．5roc．・J叩“㍉51，1－9（1999）   

12・M・Umemura，，．Fukue，andS∴Mineshige   
AGNActivitiesTriggeredbyCircumn11ClearStarbursts   
A血α陀Ceβ豆m∫pαCe月eβeαrCん，inpress（1999）  

13■K・Ohsuga，M・UmemuraJ・Fukue．andS・Mineshige   
HydrodvnamicalEvolutiollOfAGNDrivenbyRadiationfrolnCircumlluClearStarbur5tS   
A血αmCe5首相如αCej‡et9eαrCた，inpress（1999）   

14．H．Susa and M．Umemura   

FormationorPTimordialGalaxiesllndeTUVBackgTO11ndRadiation   
AstrophysicalJournal，Submitted（1998）   

15．N・Kikuchi，T・NakalnOtO、alldK．Ogochi  
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Disk－HaloModelhrFlatSpectrumTTauriStars   
Publ．A．5trOn．Soc．JapanLetters，S11bmitted（1999）   

16．T．Nakamoto，14．Umemura，andH．Susa   
6DCalculationsofRadiativeTIhnsf邑rontheReionizationofanInhomogeneousUniverse   
Nalure，Submitted（1999）   

17．K．OhsugaandM・Umemura   
FormationofLarge－ScaleObscurl11gWallandAGNEvolutionRegulatedbyCircumn11Clear   
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NumericalAstrophysics1998，eds，S，M．Miyama，K．Tomisaka，＆T．Hanawa（Kluwer   
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20．T．Nakamoto   
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physics1998，eds．S．M．Miyama，K．Tomisaka．＆T．Hanawa（KluwerAcademicPublish－   
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IAUSymposiumNo．184，TheCentralRe9ionqflheGalaTyandGalaxies．inpress（1998）   
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27．F．Nakamuraand M．Umemura   

CollapseandFragmentationofFilamentaryPrimordialGasCloudsD11etOH2Cooling   
IAUSymposiumNo．187，Co・5mよ亡Cんだmよcαg動oJi上土五0乃，illpreSS（1998）   

28．H．Susaand M．Umemura   

PhotoionizationandDynamica）EvolutionofPregalactjcC】ouds   
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Jo祉γmαg扉♪Jα5mαα現d几β加点eβeαγCん，74，1267－1274（1998）   

＜講演＞   

1．梅村雅之   
「宇宙物理学における掃射流体力学の現状と課題」   
計算物理学研究センター研究会「転射輸送・輯射流体力学」（1998年6月，筑波大学計算物   
理学研究センター）  

2．中本泰史   

「多次元韓射輸送方程式の解法」   
計算物理学研究センター研究会「鯨肘輸送・輯射流体力学」（1998年6軋筑波大学計算物   
理学研究センター）  

3．菊地信弘，中本泰史，大越智幸司  

「星固円盤のSEDとIRImage」   
計算物理学研究センター研究会「転射輸送・幅射流体力学」（1998年6月，筑彼大学計算物   
理学研究センター）  

4．大須賀健  

「スターバースト・リングからの編射によるAGY周りのガスの分布とその進化」   

計算物理学研究センター研究会「輯射輸送・掃射流体力学」（1998年6月， 筑波大学計算物   
理学研究センター）  

5．中本泰史，大越智幸司  

「RadiationHydrodynamicsSimulationsofCollapsingFilamentaryCloudsJ   
ProtostarsandPlanetsIV（1998年7月，サンタバーバラ（アメリカ合衆国））  

6．菊地信弘，中本泰史，大越智幸司  

「SEDsandIRImagesofDisksAroulldYoungStellarObjectsJ   
ProtostarsandPlanetsIV（1998年7月，サンタバーバラ（アメl）カ合衆国））  
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7．梅村雅之，福江斉軋嶺重慎  
「AGNActivitiesTriggeredbyCircumlluClearStarbursts」   
32ndScientificAssemblyofCOSPAR，El▲2，TheAGN／NormalGalal‥y Connection（1998   

年7月，名古屋国際会議場）  

8．大須賀凰梅村雅之福江純，嶺重憤  
「HydrodynamicalEvolutionofAGNDrivenbyRadiation丘omCirculnnuClearStarbursts」   
32IldScien†Ji缶cAssel－1bl）′OfCOSPAR，El▲2、rんeAG叫／〃ormαgGαJα∬y Co花れノeCま哀0乃（1998   

年7月，名古屋国際会議場）  

9．梅村雅之，中本泰史，須佐元  

「3DRadiativeTra11SferCalculationsontheLyαAbsorbers」   
日本天文学会（1998年10月，山形大学）  

10．中本泰史，梅村雅之  
「多次元編射輸送方程式の新しい数値解法」   

日本天文学会（1998年10月，山形大学）  

11．菊地信弘，中本泰史，大越智幸司  
「2次元輯射輸送計算による星周円盤のSEDと近赤外像」   
日本天文学会（1998年10月，山形大学）  

12．須佐元，梅村雅之  
「U＼r輯射場中の原始銀河雲の収縮」   

日本天文学会（1998年10月，山形大学）  

13．田尻祐紀子，梅村雅之  

「原始銀河雲へのUV光の浸透と光電雄ⅠⅠI」   

日本天文学会（1998年10月，山形大学）  

14．大越智幸司，中本泰史  
「柘射流体力学によるフィラメントの重力収縮と分裂」   
日本天文学会（1998年10札 山形大学）  

15．大須賀健，梅村雅之，福江純，嶺重憤  
「スターバースト・リングからの輯射によるAGN周りのガスの分布とその進化」   

日本天文学会（1998年10札 山形大学）  

16．成島哲也，梅村雅之  
「宇宙背景柘射場中の回転ガス円盤の重力不安定性ⅠI」   

日本天文学会（1998年10月，山形大学）  

17．飯田彰，中川義次，中本泰史  

「原始惑星系円盤形成終期の温度分布」   

日本惑星科学会秋季講演会（1998年10月，神戸大学）  

18．中本泰史，菊地信弘，大越智幸司，飯田彰  
「編射流体力学による星形成過程の研究」   
特定領域研究「マゼラン星雲大研究」計画研究AO3班会議（1998年12月，国立天文台）  

19．飯田彰，中川義次，中本泰史  

「原始惑星系円盤形成終期の湿度分布」  
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特定領域研究「マゼラン星雲大研究」計画研究AO3班会議（1998年12月，国立大文台）  

20．菊地信弘，中本泰史，大越智幸司  
「2次元輯射輸送計算による星周円盤のSEDとIRIma酢」   
第8回天文学データ解析計算センター・ユーザーズミーティング（1998年12月，国立天文   

台三鷹）  

21．大須賀健   
「スターバースト・リングからの拓射によるAGTの轟射流体力学的進化」   
第11回理論天文学懇談会シンポジウム「天文学の境界領域を探る」（1999年1月，京都大学   

基礎物理学研究所）  

22．中本泰史，梅村雅之，須佐元   
「非一棟宇居における再電離」   
基研研究会「宇宙における第一世代天体形成」（1999年2月，京都大学基礎物理学研究所）  

23．梅村雅之，中本泰史，須佐元  
「宇宙再電離と高赤方偏移QSO吸収線系」   

基研研究会「宇宙における第一世代天体形成」（1999年2月，京都大学基礎物理学研究所）  

24．須佐元，梅村雅之  
「UV編射場中のLoⅥ′nletalgasからの銀河形成」   
基研研究会「宇宙における第一世代天体形乳」（1999年2月，京都大学基礎物理学研究所）  

25．田尻祐紀子，梅村雅之   
「球対称CloudへのUVの浸透と光電離効果」   

基研研究会「宇宙における第一世代天体形成」（1999年2月，京都大学基礎物理学研免珂  

26．中本泰史，梅村雅之   
「宇宙再電離の3次元輯射輸送シミュレーション」   

計算物理学研究センタp研究会「CP－PACSによる計算物理学」（1999年2月，筑波大学   
計算物理学研究センター）  

27．梅村雅之   
「宇宙再電離と銀河形成過程」   
RESCEU「初期宇宙の探究」研究会（1999年2月，志賀高原ホテルサンルート）  

28．梅村雅之   
「銀河形成理論の進展」   
第2回マゼラン星雲研究会（1999年2月，国立大文台三鷹）  

29．菊地信弘，中本泰史，大越智幸司  

「Disk－HaloModelbrFlaトSpectruInTTauriStars」   
第2回マゼラン星雲研究会（1999年2月，国立天文台三鷹）  

30．須佐元   

「UV編射場中の銀河形成」   

第2回マゼラン星雲研究会（1999年2月，国立天文台三溝）  

31．飯田彰，中川義次，中本泰史  

「原始惑星系円盤形成時の衝撃波温度」   
第2回マゼラン星雲研究会（1999年2乱国立天文台三鷹）  
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32．須佐元梅村雅之   
「UV柘射場中の銀河形成Ⅰ：物理過程」   

日本天文学会（1999年3月，京都大学）  

33．梅村雅之，須佐元   
「tJV柘射場中の銀河形成ⅠⅠ：物理過程」   

日本天文学会（1999年3札京都大学）  

34．中本泰史，菊地信弘  
「原始星のSEDモデル：L1551IRS5の場合」   

日本天文学会（1999年3月，京都大学）  

35．菊地信弘，中本泰史，大越智幸司  

「2次元拓射輸送計算による星周円盤のSEDと近赤外像（2）」   

日本天文学会（1999年3月，京都大学）  

36．中村文隆，梅村雅之  
「円筒状原始ガス雲の分裂：種族ⅠⅠⅠ天体の質量について」   

日本天文学会（1999年3月，京都大学）  

37．田尻祐紀子，梅村雅之   
「原始銀河雲へのUV光の浸透と光電醍ⅠⅤ」   

日本天文学会（1999年3月，京都大学）  

38．飯田彰，中川義次，中本泰史   

「原始惑星系円盤形成時の衝撃波温度」   
日本天文学会1999年春季年会（1998年3月，京都大学）  

39．大須賀健，梅村雅之  
「Starburst輯射によるObscuringWa11形成とAGNTypeの時間進化」   
日本天文学会（1999年3月，京都大学）  

40．梅村雅之   
「宇宙再電経と銀河形成」   
H2L2ミッション検討会（1999年3月，宇宙科学研究所）  
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